
〈記念講演〉

川 柳 の 語 用 論

小泉 保

1.連 句の成立

日本 固有の韻文学の根底は和歌である。和歌は形式的に上の句(5・ 了 ・5)と 下の句

(7・7)に 分け られるが、 この上 の句(長 句)と 下 の句(短 句)を 別な人物が詠 み合わ

せることによ り、連歌形式が成立 した。

連歌は、少数 の詠者 が長句 と短句を交互 に詠みっづけて100韻 、50韻 もしくは歌仙

(36句)を 連鎖状に形成 した もので ある。

連歌は南北朝 時代に隆盛 を見せたが、江戸期 に入 ると歌仙式がよろこばれ、中期以降

「俳譜」 と称 して庶民文学の地位を確保するに至った。俳聖芭蕉は この俳譜の達 人であ

ったa今 日言 う 「連句」とは 「俳譜」の ことを指 しt正 しくは 「俳譜之連歌」という。

俳譜とは滑稽 を意味するため、 「俳譜之連歌」 とはすなわち滑稽を主意 として詠まれる

連歌ということになる。

俳譜 と連歌 との差 は 「俳言」(和 歌、連歌に用いない漢語や俗語)の 有無 にあると言

われている。連歌 を含 めて 日本の古典の伝統 をその まま受けつぎ、ただ、その表現に漢

語や俗語 を取 り入れて、連歌 の面倒 な方式 をやや緩めたのが、貞門の俳譜である。貞門

俳譜の祖は松永貞徳であるが、次 に 「貞徳翁十三回忌追善俳譜」(1665)100韻 にお け

る最初 の3句 のみ取 り出してお こう。

野は雪 にかるれ どかれぬ紫苑哉(蝉 吟)

〈かる=枯 れ る、紫苑=師 恩〉

鷹の餌 ごひ と音 をぱなき跡(季 吟)

P・ 〈 な き=鳴 き=無 き〉

飼狗の ごとく手馴 し年を経て(正 好)

〈雪→鷹 、鷹→狗とい う連想 「物付」(も のづけ)が 働いている〉

このように、俳譜は、連歌 の余興 として行なわれる、笑いを求 める言葉遊びで あった0

芭蕉 は歌仙をとり入れ、貞門4談 林俳譜のような1つ の付けでな く、匂い、響 き、移

り、あるいは面影 の要素 を入れて付ける余情付けを以て、俳話 を真面 目な芸術へ と導い

て行 った。
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ここに芭蕉俳譜 の最高峰 と見なされているr炭 俵集』(1694)の 中か ら 「むめがかの

巻」を例示 してお こう0

(発句)む めが}に のっ と日の出る山路かな(芭 蕉)

(脇句)処 々に雑 の暗きたつ(野 披)「 前句」

(第三)家 普請を春のてすきにとり付 て(野 披)「 附句」

(第四)上 のたよ りにあがる米 の値(芭 蕉)

この内・ 「発句」が独立 して現代で言 う 「俳句」 とな り、 「第三」が遊離 してr川 柳」

になったと考 え られる。 というのは、川柳は 「前句」と 「附句」 という関係か ら発生 し

たものである。連句でいえぱ、脇句が前句で第三 が附句 に相 当する。

芭蕉 も前句付けをしきりに稽古 した と言われている。

いのち嬉 しき撰集 のさた(去 来)「 前句」(7・r7)

さまざまに品かは りたる恋をして(凡 兆)「 附句」(5・7・5)

浮世 の果は皆小町な り(芭 蕉)『 猿蓑』

2.川 柳 の発生

すでに、室町時代末期 に山崎宗鑑(1589没)が 刊行 した 『犬筑波集』には次のよ うな

前句附の例が示 されて いる。

切 りたくもあ り、切 りた くもなし(前 句)

(川柳1)ぬ す人をとらへて見れ ば我子也(附 句1)

(川柳2)さ やかなる月をか くせ る花の枝(附 句2)

(附句Dで は 「ぬす人を切る」という苛酷な成敗か ら、 「ぬす まれた もの」が物

ではな く人であると考 えなければな らない。すなわち、父親 の愛妾 もし くは若い後添

いを息子 に寝取 られた と解釈 される。姦 通の現場 を取 り押さえ られると、 「二人重ね

て四に斬 る」 となる。そ こで、父親は苦渋の判断に迫 られているのである。 これに比

べれば、(附 句2)は 「月をか くせ る花 の枝」 を切るか切 らないでお くか迷う風流人

の悩みにす ぎないa

「前句附 といふ事 を世にもてあそび、樵の翁、草かる童 まで、 これ をせずといふ事

な し」(『 俳譜高天鶯』元禄9年1696)と 報 じているように1京 ・大阪を中心に前句

附の流行が加熱 していた。 この風潮は江戸へ も流れ こんだ。

やがて、 「前句」 を提示 して 「附句」 を懸賞募集す るよになった。

江戸の俳講師は前句付興行 を 「万句寄」 と称 し、その入選句をまとめて発表 した0こ

れは元禄の末頃か ら急速に流行す るよ うになった。応募者 は自分 の作品に入花料(投 句
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料)を そえて近 くの 「取次」にとどけると、 これ らを集めて、点者が選定 し、 「勝句」

を決定した上で、 これ を刷 り物に して披 露した。脇句 の中でも優秀な もの には賞品が与

え られた。

さて、前句付 点者の 中で もっとも人気があったのが柄井川柳(1718～90)で ある。宝

暦12年(1762)に は、彼の寄句は1万 を突破 している。彼は 「1句 にて句意のわか り

易き」独立性の強い附句だけを集 めて前句 を省 いて しまった。つまり、 「題にもたれ し

句作 りは、 さらりと柳 に流せ しよ り」附句が独立 して 「川柳」 と呼ばれるよ うになった

のである。

このよ うに、前句附が単独文芸 として発展 して いく過程で、前句 と附句の対比関係 に

変化が生 じ、初代川柳 を経て、特 異な単句形式が生み出され るようになった0つ ま り前

句が単純化 し、抽象化、観 念化 され、ついに削除される ことになったa

か くて、川柳が存命中に勝田 をつづ った 『誹風柳多留』は初篇(明 和2年,1了65)か

ら、 『柳多留』23篇(寛 政元年,189)に まで及んでいる。川柳 の死後 も引きつがれ

『誹風柳多留』167篇(天 保9年,1838)を もって終わっているe

初代川柳の人気 と川柳の隆盛は田沼時代 の経済成長 と文化奨励に依存するところ大で

あった。だが、田沼を陥れた松平定信の寛政の改革(1787～93)と 水野 忠邦の天保 の改

革 臼841～3)は 奢修 を禁 じ、文芸 を弾圧す る改革であった。寛政3年 には、好色本の

第一人者山東京伝が手鎖50日r版 元の蔦屋重三郎が身上半減の処分 を受けた。批判精

神を身上 とす る川柳 も衰退の道をた どった。次が川柳 の辞世句である。

(川柳3)木 枯や跡で芽 を吹け川柳(初 代川柳)

なお、選句形式は、高番、中番、末香の3部 に分け られ、それぞれの番の脇句 に順位

をつ けたものである。高番は(政 治、経済 、歴史)中 書は(社 会)末 香は(艶 種)の 分

野に類別されていて1末 香が もっとも卑俗 でセ クシュアルな ものであったaと くに、本

番の脇句は 『誹風末摘 花』 と題して初篇(1776)か ら4篇(1801)ま で刊行されてきた。

`
3.川 柳 の流 れ

さて、 「川柳」の称号は2代 、3代 と襲名 されてきたが、5世 川柳(1785～1858)は

篤実徳行 の人で生涯に3度 も恩賞を受ている。天保13年(1843)に は次のような句 を

奉っている。

(川柳4)身 にあまる風にひれ伏す川柳(5代 川柳)

彼 は社会批判や世相風刺 を固 く戒めたため、川柳 は狂句 のような言葉遊びに低落 して

しまった.
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(狂句1)稲 の穂 が寝れば万 民高 まくら

「寝る」 と 「高枕」 を縁語 として結びつ けているに過ぎない。

明治 に入 ると川柳 もようや く息を吹き返 してきたa

(川柳5)ゆ うれいが無礼の者 にしてや られ

明治22年2月19日 、時 の文相森有礼が暴漢に襲われて暗殺 された。彼は 日本の

教育制度の根幹 を確立 した功労者であるが1日 本語の文章語 を英語 にすべきだと主張す

る過激な思想 の持ち主で もあった。それか ら8日 後 に無署名で新 聞に掲載された川柳

である。 「有礼」が 「無礼」にや られた という反語的用法 と 「ゆうれ い」が 「幽霊」に

通 じる工夫 とがうまく働 いている0

やがてe明 治37年(1904)に なる と、阪井久良岐を中心に 「川柳研究会」が結成さ

れ、狂句か ら脱皮 した川柳の本領 を求めて各種 の結社が誕生 している。

(川柳6)ト タン葺き春雨を聞く屋根でなし(久 良岐)

明治か ら大正にかけて、 「新興 川柳」 の運動が勃興 し、人生を凝視する生命派 とイデ

オ ロギーに立脚する無産派 の流れに分岐した。

(川柳7)生 きよ うか死の うか生きよう春朧(推 子郎=吉 川英治)

(川柳8)汚 れたる手 で神様 にとりすが り(奈 良武)

昭和も戦争期 になると、反戦の句が出現してきた。

(川柳9)手 と足 をもいだ丸太 にしてかえ し(喜 多一二)

このため喜多一二は昭和14年 に検挙 され、収監 中に病死 して いる。

さて、次の旬は前田雀郎(1897～1960)の 作であるa

(川柳1田 音もな く花 火のあがる他所の町

旅人 としての孤独感を見事 に表 しているが、 この川柳の 「花 火」は季語 として働 いて

いないo

(川柳1D腕 組めぱわが影法師 も腕 を組む(雀 郎)

このよ うに川柳を人生観照 にまで高めようと精進 に励む立場 もある。 しかし、昭和か

ら平成 に入 り川柳 人口は大幅 に増 え、いまや社会批判や人生風刺が幅を利かせている。

4.連 句の認知論的分析

「発句」 を 「俳句」 と言 い換えたのは正岡子規であるが、彼の主張する写生派的態度

は外界を知 覚的 に描写する ことで、ここに俳句および連句 を認知の方式で分析する可能

性がでて くると思われる。

例えば、発句 を認知論の立 場か ら分析すれば、まず 「前景」 と 「背景」に区分する こ
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とができる。前景は知覚の焦点となるある出来事もしくは ある状態である。背景 はこれ

を取 り巻 く環 境を意味す る。前景 を[]1背 景を()で くくる ことにしよう。

(発句)(([日 が のっと出た]梅 の香に)山 路で)

脇句は発句を背景 とし、 さらに脇句内に前景 と背景の別 をもっている。

(脇句)(([推 が暗 き立つ]処 々に)発 句〕

第三に も脇句 と同じような分析が当てはまる。

(第三)(([家 普請 にとり付いた]春 の手すきに)脇 句)

こうした連句の意味分析をラネカ ーの認知方式 によって公式化する こともでき るが、

これにつ いては別の機会に発表 したいと考えている。

5.ジ ョークの語用a7的 分析

私 はすでに 『ジ ョーク とレ トリックの語用論』(1997)で 、ジョークの 「落ち」 につ

いて語用論 的分析 を試みてきた。ジョークは人を笑わせるために意図的に落 ちの仕組み

を構 えているが、川柳の方 にも読者 を苦笑へ と誘い こむ要因が含 まれて いるよ うで あるD

すなわち、ジ ョークが明示的な笑いを求 めているのに対 しー川柳 は潜在的な笑いをね ら

っていると言 えよう。従って、 ジョークにも川柳 にも共通した笑いの構 図が隠 されて い

るのではないか と思う。そ こで、ジ ョークの落ちにっいて要点だけ説明 してお こう。

(ジ ョーク1)「 睡眠薬」

医者が夫人を呼んで 「ご主入は絶対安静が必要です。 ここに睡眠薬があ ります.」

と言った。

夫人が 「いつ主人に飲 ませた らいいのでし ょうか。」 と尋ね るとr医 者は 「ご主人

ではな く、 あなたが飲 むのです。」(ラ スキ ン 例24iD

ジョークの落ち とは同 じ条件 において正常な上位項か ら異常な下位項へ と急 に移行 さ

せる ことである。

「条件」/(妻)病 気 の夫に飲 ませ る(正 常)「 上位項」

.睡 眠薬 ↓

＼(医 者〕 口うるさい妻 に飲 ませる(異 常)「 下位項」

睡眠薬は病人に飲 ませ るものだという一般 常識になっている予想を裏切 って、付き添

いの妻 に飲 ませる とい う異常な医者の要求 に人々は笑うのである。

さて、 こうしたジョークの 「落ち」の構造を、どのように川柳 の方 へ適用する ことが

できるであろうか。
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6.川 柳の語用論 的分析

「正常」か ら 「異常」へ というジョークの落 ちに対 して、川柳では 「異常」の方だけ

が提示され るのである。ただ し、異常と言っても、人間の弱点や平凡な現実がテーマ と

されている。要す るに、 「ホ ンネ」 と 「タテマエ」 とい う対立か らすれば、川柳 は常に

ホンネ を附句の下位項 として表現 したものである。そ して、ホ ンネの裏 にタテマエ の前

句す なわち上位項がひそんでいると考えることができる。 ここに、表現 されたホ ンネの

下位項か ら、 これ と対立す るタテマエの上位項が推意されるとき,川 柳か ら笑 いが誘 い

だされると思 う。理想 と現実 の落差 に人々は納得して うなず くので ある.

まず、川柳の前句の効用か ら考察す ることにしようo次 は 『柳多留』6篇 か ら選んだ

句である。

首尾の能 いこと 首尾 の能いこと(前 句)

(川柳12)あ ねさん と言 いや と芸者子 を育て(附 句)

「人前では、私 の ことをお っかさん と呼んではいけな いよ。姉 さん と呼ぶんだよ0」

と幼子 に芸者がいい聞かせて いる。ここに落ちの構図を持ちこめば、次のように分析さ

れ るであろう。

「条件」/(家 の 中)自 分の ことをおっか さん と呼ぶ

子育て

＼(人 の前)自 分の ことをあね さんと呼ぶ

自分 を若 く見せ、親子 の関係 を他人に悟 らせ まいとする芸者 の職業上の知恵はまこと

に 「首尾の能 こと」で、いまで もどこかで秘かに行 なわれて いるよ うである。 この川柳

では1前 句が うま く働いている。

次は 『柳多留』初篇か ら取 った有名な例である。

はなれ社すれ はなれ社すれ な(前 句)

(川柳13)子 が出来て川の字形 りに寝る夫婦(附 句)

附句は平凡でほおえま しい夫婦生活 を描 いて いるが、前句を通 して次のような前提や

一ー一
、 推意を引き出す ことができるのではないか と思われる

/(前 提)子 が出来る前は二 人で 寝ていた(上 位項)

寝るときの ↑

スタイル ＼(現 実)子 が出来た後は三 人で寝る(下 位項)

↓

(推意)夫 婦 は別々に寝 ることになる

「はなれ社すれ」 という前句があ ると、前提や推意 を把握するのが容易になる0
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だが、前句 を削除 して 附句だけで独立 させると、そ の意 味も変化 してくる。(川 柳

1)の 「ぬす 人をとらえてみれば我子也」も、 「切 る切 らない」の深刻さがな くな り、

放蕩息子に家財を持ち出されて嘆 く親の心情に解 され るよ うになった。

さて、附句が独 り歩きをする と、推意 をもって補 った り、注釈がないと分か りに くく

なるものが出て くる。

運のよいこと、運のよいこと(前 句)

(川柳14)役 人の子 はにぎにぎ をよく覚え(附 句)r柳 多留』初篇

「にぎにぎ」 とは ワイ ロの ことで1役 人の収賄はいつの時代 にも途絶えた ことはない。

(川柳15)な ま しいを切羽つまって質 におき

「(武 士の)な ま しい」は刀の ことであるが、 「たましい」はまた 「命」 を連想させ

る。次の句には百科辞典的知識が必要である。

(川柳16)房 下げてち ょっと男が産んで見せ 『柳多留拾遺』11篇

ちょっと読 んで も何 のことか分 か らない。昔は天井の梁か ら紐を下げ、産婦は これ を

っかんで坐 って 出産 したものである。亭主が 「房下げて」具合をちょっと試 して いる光

景であるOも ちろん 「男が産んで見せ」の語句で奇異の念 を抱かせ るのがね らいである。

ただし、現代で もこの川柳 まがいの ことをす る亭主族が増 えてきたという。

さらに、同じような附句が異 なる前句 と組み合わさることもある。

障子 に穴を明けるいたず ら(前 句)(元 禄5年:192)

(川柳17)這 えば立 て立てば走れの親 ごころ(附 句)

子供の成長 を楽 しみ、そ のいたず らを見逃そうとす る親 の態度が読み とれ る。ところ

が、別な前句 につ けた似たような附句が拾 い上げられているo

待ちかねにけり、待ちかね にけ り(前 句)(享 保19年:1734)

(川柳18)這 えばたて立てば歩 めの親 の馬鹿(附 句)

子供は満1歳 位で歩 きだす もので、一 人歩きは親が待ちかねる歓喜の瞬間で ある。

ところが、両方の附句が合体 したものが 出来上がった。

-1(川 柳19)這 えば立 て立てば歩めの親 ごころ 『柳多留
』45篇

現在ではこの句が一般的に格言のように用 いられているv

次は前句 はないがよ く知 られている川柳である。

(川柳20)泣 き泣き もよい方をとるかたみわ けr柳 多留』17篇

この句の対立内容は以下 のよ うになろ う。本来親の葬儀の後であるか ら、金銭問題は

慎むべきであるが、現実にはタテマエよ りもホンネが優先する0
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/無 欲(正 常i非 金銭的)〈 タテマエの上位項〉

形見分け ↑

＼ 強欲(異 常、金銭的)〈 ホ ンネの下位項〉

このように、川柳はホンネの下位項を長句形式で表現 しているが、タテマエの上位項

を推意する とき、その面白みが明確 になる。

次の川柳は一種の語 呂合わせで、ジョークと同 じ枠組みで とらえることができるa

(川柳21)裸 で と言 はれて娘はをか しが りr柳 多留』10篇

「裸で」 とい うのは嫁入 り支度な しにとい う内意であるが、仲人が 「先方では裸で も

いいか ら来て もらいたそ うで」 と婿側の意向を伝えるのを聞 いて、娘 は裸体 を連想 して

くす くす笑 いだす情景を述べている。

/(仲 人)嫁 入 り支度な しで(裏 の意味)

「裸で」

＼(娘)裸 体 で(表 の意味)

では、 ここで 『誹風末摘花』4篇 か ら一句 を選んで分析 してお こう。

(川柳22)と っさんは留守かか様がきなさい と

これは子供の使いによる 口上で、江戸時代の不倫関係を題材 にしているが、社会の裏

面をのぞ くことができる。 ここで もホ ンネ とタネマエがはっき り対立 している。

/(世 間の倫理)他 の男 を呼び入れてはな らない(タ テマエ)

亭主 の留守

＼(女 房の意向)浮 気の相手を呼び入れたい(ホ ンネ)

江戸期には、不倫の結末は示談で済まされた。

(川柳23)御 内儀 と小判が寝たと覚 し召せ

当時の詫び料の相場は 「五両」で あたが、 この科料 も田沼時代 目756～86)ま でで、

その後イ ンフレとな り、 「七両二分」 と5割 ア ップした。 「一両」は現在の10万 円位

に相当する。

7.川 柳の構造

川柳中興 の祖 と見なされている阪井久良岐は川柳 の真髄 を次のように説 いている。

「川柳 は古川柳に統一 されて後出発せざるべか らず候。川柳の穿ち、可笑味、軽味

は大必要に候.単 に穿ちばか りいへば理屈説明に相成可候。」

すなわ、 「うが ち」 「おか しみ」 「か ろみ」が川柳の3要 素であるとして いる。

「うがち」 は広辞苑 によると、 「普通には知 られていない裏の事情をあば くこと。人情
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の機微な ど微妙 な点 を巧み に言 い表わす こと.」 と解説 している。川柳が言 う 「うがち」

は 「裏面暴露」 よ りも 「人情の機微」 を表わす方に重心があると思 う。吉岡龍城(1990 ,

67)は 、 「うが ち味」 は物 ごとを正面か ら見ずに、横か ら、裏か ら覗き見る批判の眼を

言う、 と解説 して いる。

(川柳24)役 人の骨っぽいのは猪牙 に乗せ 『柳 多留』2篇

閲そ うに見える役人は、吉原通 いの猪牙(ち ょき)舟 に乗せて遊廓に送 りこめば軟化

するという社会悪 をあばいた句であるが、現代で もこうした役人の接待方法が通用して

いる。

そんの無い こと、そんの無い こと(前 句)

(川柳25)御 自分 も拙者 も逃 げた人数也 『川柳評宝十一松』

「五十歩百歩」 という故事 もあるが、相手 も自分 も結局は逃 げ出した卑怯者であると

人間の弱点を突 いた ものである。

尾藤三柳(19892,121)は 、川柳 を発想面か ら次の3項 目に分類 している。

(a)リ アリズム(写 実 と穿 ち)

(h)ウ イ ッ ト(機 知 と意外性)

(c)リ リシズム(好 情 と内省)

リア リズムの項 目に該当す るのは次の川柳であろう。

(川柳26)鶏 の何か言いたい足つかいr柳 多留』初篇

鶏の足の動きを巧みにとらえた写生句である。尾藤は次の句 も写生句 として いる。

(川柳27)本 ぶ りになった出てい く雨や ど り 『柳多留』初篇

だが1こ の句 には次のよ うな皮肉が こめ られているように思える。

雨や どりでは、(小 ぶ りの内に出ればいいのに)本 ぶ りになってか ら(諦 めて)出 て

いくものだ。筆者はもうす こし川柳 の 「おか しみ」 と 「皮肉」を追求してみようと思 う。

8.「 おか しみ」と 「皮肉」の構造

・一一(1)お か しみ

「おか しみ」の分析は先 に紹介しておいたが、上位項 と下位項が明白な もの をいくつ

か追加 してお く。

(川柳28)寝 なが らのお辞儀は頭 を上げてする(政 則)

/頭 を下げる(起 きて いる とき:正 常)

お辞儀 ↑

1＼ 頭 を上げる(寝 ているとき:異 常)
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(川柳29)異 義な しと異義あ りそ うな声でいう(大 本俊秀)

/な し。(表 面)

異義 ↑

＼ あり。(内 心)

(川柳30)腕 組みを解 くと凡夫 の顔 になる(小 松原爽介)

/を す ると(賢 そうに見える)

腕組み ↑

＼ を解 くと(凡 俗な顔)

下位項 を提示 して対立する上位項を推意させ るのが川柳のおか しみの技法である と考

えるが、前項 と後項を対立させて両者の矛盾を示 唆すると 「皮肉」 になる。

(2)皮 肉

初代川柳 に協力 して 『柳多留』を編集、出版 した呉陵軒可有(ご りょうけんあるべし)

は 「附句を問 とし、前句 を答 とする、二句一章の問答が必要」 としている。例 えば、

いや らしいこと、いや らしいこと(前 句)

(川柳31)女 房 と相談を して義 理を欠き(附 句)

「女房 と相談 して知 り合いの不幸 に香典 を包むのをや め不義理をした」のは とい う附

句の間に対 し、それ は 「いや らしい こと」 だと前句が答 えていことになる。

/(問)女 房 と相談 をして義理 を欠き(附 句)『 柳多留』初篇

問答

＼(答)い や らしいことである(前 句)

問答形式 をとると、附句の出来事 について前句がある評価 を下しているので、文意 も

いっそ う明確 にな って くる。上の附句 に代入できる現代 の川柳 を紹介 してお こう。

(川柳32)保 険医 と夫の値打ち協議する(岩 元浅雄}

/(問)保 険屋 と夫の値打ち協議する(附 句)

問答

后一… ＼(答)(い や ら し こと
、 いや らし い こと)(前 句)

「夫 の値打ち」 とは生命保険の補償額査定の ことで、 「命の値踏み」 に相当するか ら

「いや らしい こと」 だと思 う。

やがて附句が前句を削除 して独立す ると、 「一句の中に問答が必要 になる」 と呉陵軒

は述べている.そ こで、

(川柳33)孝 行 に売 られ不幸に買わるる身

という句 を添 削して、次のように改 めている。なお、問を 「前項」、答を 「後項」 と呼
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ぶ ことにする。

(川柳34)孝 行に売 られ不幸 に受けだ され(古 川柳)

(前項)親 孝行のために身を売 ったのに、(後 項)親 不幸な遊び人の男がそ の女 を受

け出してやる という社会 の矛盾 を示唆し、孝行 と不幸 を対立 させているP

/(前 項)(女 は)孝 行で身を売 られたのに1

問答

＼(後 項)親 不幸な男がその身受けをする

(川柳35)開 運の印鑑 を押す借用証(江 藤一得)

(前項)開 運の印鑑(な らば金運に恵 まれるはずな のに)借 金 に追われている。

(川柳36)無 理 をせず休 めと医者は無理 を云 う(井 ノロ牛歩)

/(前 項)す るな0休 め。(医 者)

無理

＼(後 項)し なければな らない.休 めない。(生 活の実状)

一 「無理 をす るな」 とい う忠告が 「無理な」なのである。

(川柳37)大 男総 身に知恵が回 りかね(古 川柳)

大男とは幕府 のことで、財政が窮迫 し、その権威 も失墜 した末期症状を皮肉った川柳

である。前項 の 「図体は大きい」けれ ど、後項の 「知恵は少ない」を対 比させ て政治批

判を行なっている。幕府 は激怒 してや っきになって作者を探 したが見つか らず、 口伝え

に広め られた皮肉の句で ある。

しか し、前項 と後項がrAだ けれ どもB]と いう逆接の形で連結すれば皮肉で あるが、

rAだ か らB」 という順接の形 をなせば原因結果の関係に立つ。

(川柳38)抱 いた子にたたかせてみる惚れた人 『柳多留』初篇

子 といって も、自分の子供ではない。隣の子か幼い甥か姪であろ う。 田辺聖子(191,

20)は 次のように巧み に解説 している。

子供 を抱いているか ら、近所 の人に見 とがめ られ ることもない0男 も子供 をあやす
.一 一 ー 一1

そぶ りを して、美 しい娘 に、いろいろしゃべ ってみるe娘 はもう赤 くなって、

「知 らないね、金坊 。憎 らしいお兄ちゃん、そ んな ことい うんな らぷっよ って、ぶ

っておや り」

もみ じのよ うな子供の手 を添えて、男 の体 を打つ。

差恥心 とうれ しさで上気した美 しい娘 の、さ くら色の頬が 目にみえるような1品 の

のいい色けの句である。

この句の前項は娘の行為で あ り、後項 は 目標となる相手の男である。 ここに惚れた人
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だか ら抱いた子 にたたかせるという因果関係 を汲み取る ことができよう。

最後に最近見かけたおか しみ の川柳 を二つ ほど加 えて分析 してお こう。

(川柳39)な お変 にな ってでて くる美容 院

/(理 想的意 向)き れいにな るはず(タ テマエ)

美容院 ↑

＼(現 実的結果)行 く前よ りも変 な姿になっている(ホ ンネ)

↓

髪型や化粧が似合っていない

最下位の項は下位項か ら推意 で引き出された理 由を示 して いる。

これで川柳の本質が解 明されたわけではない。 こうした分析 を通 して川柳の讃談性が

明確になって くる と思 う。俳句は俳誌か らタテマエの道 を開拓 して純文学へ と志向 して

きたが、川柳 はホンネ を告 白する ことによって、俳譜の特質で あった滑稽の精神 をいま

なお保持 し、大衆の共感 を呼んでいる。

また、川柳 には時代 を敏感 に反映しているものが多い0

(川柳40)賞 味期限 きれた女房 と生きてます

この句 には理想 と現実 との食違いがよ く出ている。

/内 にあって楽 しい夫婦生活 を送 りたい(理 想)

女房の賞味期限 ↑

＼ が切れて味気ない生活 をがまん している(現 実)

↓

夫婦 も互いに年をとって しまった

ここでは 「賞味期限」 という最近流行の用語が うまく使用 されている。 こうした特性

か ら、川柳 によ り時代思考の変遷 を追 うこともできるし、 「川の字形 りに寝 る夫婦」の

ように不易の平凡性 を賞味する こともできる。

以上紹介した川柳の語用論的分析方法はひ とつの試みに過 ぎないa別 な角度か らの接
'"1近

ももちろん可能である。だが、語用論によって、文学的鑑賞や文芸批評に客観 的手順

を示唆する ことができればと願 って いる。
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